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〈
承
前
〉

〔
評
説
〕
七
言
律
詩
。
韻
字
は
、
深
・
心
■
・
音
・
金
・
沈
（
『
四
韻
」
の
下
平

声
・
二
十
一
侵
）
。

 
本
営
（
上
の
1
0
）
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
作
者
・
大
江
通
直
の
現
存

す
る
唯
一
の
七
律
・
（
完
全
な
作
品
）
で
あ
る
。
寛
弘
三
年
（
一
〇
〇
六
）
三
月

二
十
四
日
に
、
左
大
臣
道
長
髪
で
開
催
さ
れ
た
作
文
会
に
出
席
し
て
作
成
さ
れ

た
も
の
〈
『
権
記
」
同
日
条
〉
。
当
時
の
作
者
の
年
齢
は
五
十
四
歳
前
後
に
達

し
て
い
た
ら
し
い
が
、
そ
の
官
位
は
未
詳
で
あ
る
。

 
当
日
の
作
文
会
に
出
席
し
た
こ
と
が
資
料
的
に
確
認
で
き
る
の
は
、
主
催
者

の
左
大
臣
正
二
位
の
道
長
（
四
十
一
歳
）
の
ほ
か
に
は
」
 
『
権
記
」
の
著
者
で

あ
る
参
議
正
三
位
の
行
成
（
三
十
五
歳
。
な
お
、
 
「
行
成
詩
稿
」
申
に
、
彼
の

当
日
の
作
品
と
思
わ
れ
る
同
題
詩
の
一
聯
が
見
え
る
。
）
と
、
 
「
本
朝
薦
垂
』

〈
巻
上
〉
に
同
題
の
作
品
を
残
す
権
中
納
言
従
二
位
の
正
信
（
四
十
歳
）
・
中

納
言
従
二
位
の
公
任
（
四
十
一
歳
）
・
通
直
の
三
人
と
、
そ
れ
に
、
 
『
江
吏
部

集
』
 
〈
巻
下
〉
に
同
題
詩
を
残
す
東
宮
学
士
正
四
位
下
の
匡
衡
（
五
十
五
歳
）

と
の
（
都
合
五
人
だ
け
で
あ
る
。
道
長
以
下
の
「
公
卿
」
に
ま
じ
っ
て
、
循
環

と
匡
衡
と
の
大
江
家
出
身
の
儒
者
・
文
人
の
二
人
の
参
加
が
確
認
で
き
、
そ
し

て
、
そ
の
両
者
が
と
も
に
作
品
を
残
し
て
い
る
こ
と
に
、
今
注
目
し
て
み
た

い
。

“
同
門
で
あ
り
、
同
世
代
で
あ
り
、
し
か
も
、
ほ
ぼ
同
年
齢
で
あ
っ
た
と
目
さ

れ
る
通
直
（
五
十
四
歳
前
後
）
と
言
々
（
五
十
五
歳
）
と
の
、
当
日
の
そ
の
作

品
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
両
者
の
詠
じ
方
（
詩
の
内
容
）
に
大
き
な
差
異
が
あ

る
こ
と
に
気
付
く
。
と
く
に
、
尾
聯
の
そ
れ
の
差
異
が
顕
著
で
あ
る
よ
う
に
思

う
・
前
者
が
・
「
吾
官
許
ダ
陽
和
惹
有
ラ
ザ
ル
が
彊
一
・
耐
雪
ハ
甚
ダ
讐
」

 
 
 
 
た

テ
陸
沈
二
任
「
フ
。
」
 
（
為
二
吾
未
7
有
二
陽
和
徳
一
、
髪
雪
甚
寒
任
二
陸
沈
一
。
）
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ

詠
じ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
、
 
「
士
林
ハ
今
日
歓
楽
多
ク
、
栄
花
ヲ
肇

も
て
あ
そ

キ
翫
ビ
テ
風
琴
ヲ
聴
ク
。
」
（
士
林
今
日
十
二
歓
楽
一
、
塁
二
翫
栄
花
一
聴
二
風

琴
一
。
）
と
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
前
者
の
そ
れ
に
は
、
当
時
の
作
者
が
置
か
れ
て
い
た
不
遇
な
身
分
に
対
す
る
・

強
い
訴
え
と
、
 
「
心
あ
た
た
ま
る
お
上
の
お
ぼ
し
召
し
」
を
期
待
す
る
気
持
と

が
は
っ
き
り
と
見
て
と
れ
る
。
春
の
季
節
が
も
は
や
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の

に
（
当
日
は
三
月
二
十
四
日
）
、
自
分
一
人
に
は
、
い
ま
だ
春
は
や
っ
て
こ
な

い
。
相
変
ら
ず
冬
の
状
態
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
、
寒
さ
に
震
え
て
い
る
、
と
詠
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じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
こ
の
「
陽
和
徳
」
に
は
、
 
「
あ
た
た
か
い
春

の
気
」
の
意
味
の
ほ
か
に
、
 
「
春
の
気
の
よ
う
な
心
あ
た
た
ま
る
お
上
の
お
ぼ

し
召
し
」
の
意
味
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
に
違
い
な
く
、
そ
れ
故
に
、
こ
の
尾
聯

に
は
、
当
時
の
作
者
の
不
遇
な
身
分
に
対
す
る
訴
え
と
、
 
「
心
あ
た
た
ま
る
お

上
の
お
ぼ
し
召
し
」
を
期
待
す
る
気
持
と
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
、
と
認
め
な
い

わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

 
そ
れ
に
対
し
て
、
後
者
の
そ
れ
に
は
、
前
者
の
そ
れ
の
よ
う
な
悲
観
的
な
側

面
は
少
し
も
見
ら
れ
ず
、
あ
る
の
は
、
た
だ
た
だ
．
楽
観
的
な
側
面
だ
け
な
の
で

あ
る
。
後
者
の
作
者
は
、
現
状
に
対
し
て
ま
っ
た
く
満
足
し
き
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
儒
者
・
文
人
で
あ
る
自
分
は
今
日
こ
の
よ
う
な
席
に
参
加
を
許
さ
れ
て

歓
楽
を
十
分
に
尽
く
し
、
念
願
の
栄
花
の
人
々
と
の
交
わ
り
を
果
た
し
、
今
、

春
の
そ
よ
風
に
乗
っ
て
聞
こ
え
て
く
る
美
し
い
琴
の
音
に
耳
を
傾
け
て
い
る
、

と
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
作
者
の
、
よ
り
以
上
の
も
の
を
期
待

す
る
訴
え
は
見
ら
れ
な
い
9
あ
る
の
は
、
現
在
の
「
心
あ
た
た
ま
る
お
上
の
お
'

ぼ
し
召
し
」
に
対
す
る
感
謝
の
念
だ
け
な
の
で
あ
る
。
作
者
は
、
現
状
に
大
満

足
な
の
で
あ
っ
た
。

 
同
門
で
あ
り
、
同
世
代
で
あ
り
、
し
か
も
、
ほ
ぼ
同
年
齢
で
あ
っ
た
と
目
さ

れ
る
通
直
と
匡
衡
と
の
、
当
日
の
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
詠
じ
方
が
こ
の
よ
う
に

大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
両
者
の
詩
の
内
容
に
お
け
る
差
異
、
悲
観
的
と

楽
観
的
・
現
状
否
定
的
と
現
状
肯
定
的
・
不
満
と
感
謝
と
い
っ
た
そ
の
差
異

は
、
当
時
の
両
者
が
置
か
れ
て
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
・
身
分
的
状
況
を
直
、

・
接
に
反
映
し
て
い
る
と
見
て
間
違
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
通
直
が
「
不

遇
」
な
状
態
に
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
匡
衡
は
、
逆
に
「
厚
遇
」
を
受
け
て
い

た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

 
寛
弘
三
年
三
月
二
十
四
日
当
時
の
通
直
が
「
不
遇
」
な
状
態
に
置
か
れ
て
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ダ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
言
及
し
た
。
五
十
四
歳
前
後
の
年
齢
に
至
っ
て

い
た
彼
の
当
時
の
官
位
は
未
詳
で
あ
る
が
、
過
去
九
年
前
の
長
徳
三
年
に
は
四

十
五
歳
前
後
で
よ
う
や
く
「
少
内
記
」
に
上
せ
ち
れ
て
い
た
彼
な
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
 
「
三
四
三
下
」
で
「
文
章
博
士
」
に
就
任
す
る
の
に
は
、
今
後
さ
ら
に

四
年
の
歳
月
を
費
や
す
必
要
の
あ
る
彼
な
の
で
あ
る
。
当
時
の
彼
が
「
不
遇
」

な
状
態
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
後
に
述

べ
る
当
時
の
匡
衡
の
「
厚
遇
」
ぶ
り
に
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は
容
易
に
納

得
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

 
五
十
五
歳
の
匡
衡
は
、
当
時
、
東
宮
学
士
正
四
位
下
に
至
っ
て
い
た
。
そ
し

て
、
な
に
よ
り
も
、
こ
の
寛
弘
三
年
春
春
三
月
と
い
う
の
は
、
盛
花
に
と
っ
て

は
、
間
違
い
な
く
記
念
す
べ
き
喜
ば
し
い
時
期
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う

の
は
、
こ
の
年
の
、
こ
の
三
月
二
十
四
日
の
作
文
会
に
先
だ
つ
こ
と
二
十
日
ば

か
り
の
、
寛
弘
三
年
三
月
四
日
に
は
左
大
臣
道
長
の
東
三
条
邸
に
お
い
て
一
条

天
皇
主
催
の
花
宴
が
開
か
れ
、
そ
の
席
上
で
、
彼
は
「
心
あ
た
た
ま
る
お
上
の

お
ぼ
し
召
し
」
を
改
め
て
い
た
だ
い
て
い
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
 
『
江
南
部

集
」
 
〈
巻
申
・
人
倫
部
〉
に
次
の
よ
う
な
詩
題
を
も
っ
た
七
律
が
見
え
る
。

 
○
寛
弘
三
年
三
月
四
日
二
、
聖
上
パ
左
参
府
ノ
東
三
条
第
二
於
イ
テ
花
甲
ヲ

 
行
ハ
ル
。
余
ハ
序
者
ト
為
り
テ
兼
ネ
テ
詩
ヲ
講
ズ
。
詩
ヲ
講
ズ
ル
ノ
問
二
、

左
丞
相
ハ
勅
語
ヲ
伝
ヘ
テ
日
ク
、
式
部
丞
・
挙
周
ヲ
以
テ
蔵
人
西
諸
ス
、
テ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
つ

 
ヘ
リ
。
風
月
以
来
、
未
ダ
嘗
テ
此
ノ
例
ヲ
聞
カ
ズ
。
時
人
モ
之
ヲ
栄
ト
ス
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
も
ひ
 
 
 
 
 
ヨ

 
感
躍
ス
ル
ニ
堪
ヘ
ズ
、
懐
ヲ
書
シ
テ
相
続
ノ
書
面
ノ
壁
上
二
題
ス
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ

 
 
今
年
ハ
両
度
モ
心
緒
ヲ
慰
メ
ラ
レ
、
愚
息
ノ
恩
二
遇
フ
コ
ト
之
レ
至
レ
ル
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、
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
の
ー
ヨ

 
カ
ナ
。
巻
軸
ノ
除
皇
国
ハ
宇
部
ト
為
ゾ
、
暮
春
ノ
花
宴
曲
ハ
蓬
莱
二
上
ル
。

 
誠
二
漢
主
ノ
風
教
二
明
カ
ナ
リ
ト
錐
モ
、
多
ク
ハ
是
レ
周
公
ノ
下
心
ヲ
重
ン

 
ズ
レ
バ
ナ
リ
。
桓
郁
ノ
侍
中
ト
ナ
ル
モ
栄
ハ
見
ザ
リ
シ
ニ
、
江
家
ノ
眉
目
ハ

 
時
有
ゾ
テ
開
ク
。

 
寛
弘
三
年
三
月
四
日
の
東
三
条
邸
に
お
け
る
花
宴
に
つ
い
て
は
、
 
「
御
堂
関

白
記
」
〈
同
日
条
〉
な
ど
に
詳
し
い
が
、
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
当
日
の
作
文
会

の
詩
題
は
「
水
ヲ
渡
り
テ
落
花
舞
フ
」
（
渡
レ
水
落
花
舞
）
、
と
い
う
も
の
で
、
・
権

中
納
言
正
三
位
・
藤
原
忠
輔
（
六
十
三
歳
）
の
献
上
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同

人
に
よ
り
、
さ
ら
に
韻
字
が
「
軽
」
字
と
い
う
こ
と
に
決
め
ら
れ
た
後
、
 
「
匡

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
し
 
お
ぼ

衡
朝
臣
ヲ
召
シ
テ
、
題
ヲ
賜
ヒ
、
序
ヲ
献
ズ
可
キ
由
ヲ
仰
セ
ラ
ル
。
」
 
（
召
旧
事

衡
朝
臣
一
、
賜
・
題
、
仰
二
可
レ
献
・
序
由
…
。
）
〈
『
御
堂
関
白
記
』
同
日
条
〉
と

あ
る
よ
う
に
、
大
江
匡
衡
が
序
者
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ

の
序
文
は
、
 
「
暮
春
侍
二
宴
左
丞
相
東
三
条
第
一
、
同
三
二
渡
・
水
落
花
蓮
一
、
応
・

製
。
」
 
〈
「
本
朝
文
粋
』
巻
十
「
詩
序
℃
木
」
〉
と
題
す
る
も
の
で
、
 
『
本
朝

麗
藻
」
 
〈
巻
上
V
や
『
江
吏
部
集
」
 
〈
巻
下
「
木
部
」
〉
申
に
も
見
え
る
。

 
そ
の
匡
衡
の
作
っ
た
序
文
の
す
ぐ
れ
た
出
来
ば
え
に
対
し
て
、
確
か
に
、
『
御

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
な
は

堂
関
白
記
』
に
も
、
 
「
電
文
・
講
書
ス
。
序
ノ
宜
シ
ク
作
り
出
ダ
セ
バ
、
価
チ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
は

序
者
ノ
男
・
挙
虚
誕
蔵
人
二
補
セ
ラ
レ
了
ン
ヌ
。
」
（
講
文
講
書
。
序
宜
作
出
、

伍
序
通
男
挙
周
、
被
レ
補
二
蔵
入
一
業
。
）
と
あ
り
、
勅
語
が
下
っ
て
、
彼
の
一

男
の
挙
周
が
蔵
人
に
補
せ
ら
れ
る
と
い
う
ζ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
き
の

「
江
吏
五
帝
」
 
〈
命
中
・
人
倫
部
〉
中
の
七
律
の
題
詞
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
当

日
の
匡
衡
は
、
信
者
に
任
ぜ
ら
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
講
師
の
大
役
を
も
果
た

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
に
し
て
み
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
も
、
十
分
に
儒
者
・

文
人
冥
利
に
尽
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
場
所
は
今
を
時
め

「
本
朝
麗
藻
』
．
全
注
釈
国

く
左
大
臣
・
道
長
の
東
三
条
邸
、
そ
れ
も
、
天
皇
と
中
宮
と
の
出
御
を
仰
ぐ
と

い
う
、
こ
の
麗
な
く
晴
れ
が
ま
し
い
舞
台
設
定
な
の
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
左
大

臣
以
下
の
公
卿
も
列
席
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
日
の
作
文
会
の
た
め
に
前
も
っ

て
選
ば
れ
た
文
人
・
擬
文
章
生
た
ち
も
う
や
う
や
し
く
控
え
て
い
る
（
『
御
堂

関
白
記
』
 
〈
同
年
同
月
】
二
条
〉
に
よ
る
と
、
四
日
の
花
宴
に
先
だ
っ
て
、
当

日
召
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
文
人
・
擬
文
章
生
た
ち
の
名
簿
の
作
成
が
な
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
）
。

 
ま
こ
と
に
晴
れ
が
ま
し
い
舞
台
で
の
、
当
日
の
匡
衡
の
活
躍
ぶ
り
で
あ
っ

た
。
彼
は
、
算
者
に
任
じ
ら
れ
て
序
文
を
献
上
し
、
講
師
と
な
っ
て
詩
を
披
講

し
た
の
で
あ
る
。
当
日
出
席
の
儒
者
・
文
人
の
代
表
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
誇
ら

し
い
大
役
を
二
つ
も
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で

も
、
当
日
の
彼
が
い
か
に
満
足
す
べ
き
心
の
状
態
に
あ
っ
た
か
を
想
像
す
る
こ

と
は
容
易
で
あ
る
。

 
し
か
も
、
そ
の
上
、
生
胆
が
詩
を
披
講
し
て
い
る
間
に
道
長
が
勅
語
を
伝

え
、
一
周
が
蔵
人
に
出
せ
ら
れ
た
こ
と
を
耳
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
匡
衡
の
作

成
し
た
序
文
の
出
来
具
合
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
褒

賞
で
あ
る
と
い
う
。
儒
者
・
文
人
と
し
て
、
こ
れ
以
上
の
喜
び
、
こ
れ
以
上
の

晴
れ
が
ま
レ
さ
が
ほ
か
に
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
父
で
あ
る
自
分
の
作
成
し
た
序

文
が
高
く
評
価
さ
れ
、
そ
の
褒
美
と
し
て
、
わ
が
子
が
新
た
な
官
職
を
授
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

 
寛
弘
三
年
当
時
の
匡
衡
は
、
家
門
を
継
承
す
べ
き
わ
が
子
の
挙
周
の
立
身
出

世
を
な
に
よ
り
も
心
が
け
て
い
て
、
例
え
ば
、
同
年
正
月
に
は
自
分
か
ら
式
部

権
大
輔
の
官
職
を
辞
し
、
そ
の
代
わ
り
に
挙
周
に
式
部
少
丞
を
授
か
っ
て
い
る

，
ほ
ど
な
の
で
あ
る
く
『
中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝
」
〉
。
匡
衡
が
、
、
そ
の
時
の
心

、
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情
を
、
後
に
な
っ
て
（
寛
弘
五
年
正
月
十
一
日
に
も
と
の
式
部
権
大
輔
の
官
職

 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
た
じ
け
な

に
再
び
復
し
た
時
）
、
 
「
恭
ク
モ
祖
父
（
維
時
）
ノ
胎
孫
（
い
そ
ん
・
祖
父

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
め

が
孫
の
自
分
に
残
し
た
教
訓
）
ノ
跡
ヲ
伝
へ
、
子
（
挙
周
）
ノ
為
二
官
ヲ
辞
ス

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
ら
 
な

モ
本
官
二
任
ゼ
ラ
ル
。
天
暦
ノ
余
風
ハ
今
旦
此
羽
翼
レ
バ
、
少
年
咲
フ
莫
カ
レ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
む
コ
 
 
む

雪
窓
ノ
寒
キ
ヲ
。
」
-
（
恭
伝
二
祖
父
始
孫
跡
一
、
為
・
三
傑
レ
官
任
二
本
官
「
。
天
暦

余
、
風
聴
在
・
此
、
少
年
莫
レ
咲
雪
窓
寒
。
）
 
〈
『
江
吏
部
集
」
・
上
中
「
再
除
二
吏

部
員
外
侍
郎
一
、
懐
レ
旧
誼
・
感
。
」
〉
と
詠
じ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
た
、
そ
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た

原
注
に
も
、
「
祖
父
ノ
納
言
ハ
天
暦
ノ
侍
読
為
ル
ノ
時
二
、
帯
ブ
ル
所
ノ
式
部

大
輔
ヲ
辞
シ
テ
、
男
ノ
蔵
人
・
金
光
ヲ
以
テ
式
部
丞
二
任
ズ
。
斉
光
ノ
栄
爵
二

叙
セ
ラ
ル
ル
ノ
後
室
Y
納
言
ハ
式
部
大
輔
二
想
定
ス
。
江
家
二
再
ビ
此
ノ
豊
穣

レ
バ
、
故
民
謡
フ
。
」
 
（
祖
父
納
言
為
二
天
暦
侍
読
一
之
時
㍗
辞
二
所
・
帯
式
部
大
・

輔
一
、
以
二
男
蔵
人
斉
光
一
任
二
式
部
丞
「
。
斉
光
叙
二
栄
爵
一
之
後
、
、
納
言
還
専
任
式

部
大
輔
「
。
江
家
再
有
二
此
例
一
、
故
云
。
）
と
あ
る
よ
う
に
、
．
そ
れ
は
、
あ
く
ま

・
で
も
わ
が
子
の
立
身
出
世
を
願
う
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
わ
が
家
門
の
繁
栄

と
継
承
と
を
願
う
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
祖
父
の
維
時
が
家

門
の
繁
栄
と
継
承
と
を
願
っ
た
よ
う
に
、
当
時
の
心
葉
も
そ
れ
ら
の
こ
と
を
ひ

と
え
に
願
い
、
子
の
挙
周
に
ひ
た
す
ら
期
待
を
か
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

 
そ
の
挙
周
が
、
今
度
は
蔵
人
に
下
せ
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
、

当
日
（
三
月
四
日
）
の
匡
衡
の
作
成
し
た
序
文
が
高
く
評
価
さ
れ
た
か
ら
だ
と

い
う
。
そ
の
褒
美
で
あ
る
と
い
う
。
儒
者
・
文
人
と
し
て
、
確
か
に
、
こ
れ
以

上
の
晴
れ
が
ま
し
さ
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
が
、
道
長
か
ら
そ
の
勅
語
を
伝
え
、
，

聞
い
て
、
す
っ
か
り
有
頂
天
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
も
十
分
に
納
得
で
き
る
。

彼
は
、
 
「
風
月
以
来
、
未
申
嘗
聞
二
此
身
一
。
時
人
栄
レ
之
。
不
レ
堪
二
感
興
一
。
」

と
ま
で
言
っ
て
い
る
が
、
彼
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ぼ
ど
ま
で
の
感
激
す
べ
き
出
 

来
ご
と
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
 
「
文
人
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な

栄
誉
を
手
に
し
た
文
人
の
前
例
を
こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
ま
た
、
当

日
の
参
会
者
か
ら
も
、
ま
こ
と
に
お
目
出
た
い
こ
と
だ
と
し
き
り
に
称
賛
の
声

が
あ
が
る
。
あ
ま
り
の
感
激
に
飛
び
あ
が
ら
ん
ば
か
り
で
あ
る
。
」
と
、
彼
は

そ
の
喜
び
の
深
さ
を
率
直
に
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
深
い
喜
び
の
原

因
は
、
勿
論
、
当
日
に
も
た
ら
さ
れ
た
そ
の
勅
語
が
、
家
門
の
繁
栄
と
継
承
と
．

を
念
願
す
る
匡
衡
に
と
っ
て
、
そ
れ
ら
の
実
現
を
確
約
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

た
か
ら
で
あ
っ
た
。

 
そ
の
晴
れ
が
ま
し
さ
に
感
激
や
む
な
く
書
き
し
る
し
た
匡
衡
の
七
律
の
こ
と

で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本
詩
の
〔
作
者
〕
の
項
で
言
及

し
た
通
り
で
あ
る
。
当
日
の
匡
衡
の
有
頂
天
ぶ
り
を
、
・
そ
れ
に
よ
っ
て
も
十
分

に
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
り
わ
け
、
自
分
た
ち
父
子
の
栄
達
ぶ
り

を
後
漢
の
桓
栄
・
桓
郁
の
父
子
の
そ
れ
に
比
較
し
、
そ
れ
ら
以
上
で
あ
る
と
ま

で
言
い
切
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
き
れ
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
当
日
の
匡

衡
は
大
満
足
を
感
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

 
な
お
、
当
時
の
好
感
の
そ
の
よ
う
な
満
足
感
を
示
す
も
の
と
し
て
、
彼
の
家

集
『
匡
衡
集
』
 
〈
私
家
集
大
成
所
収
本
〉
中
に
、
 
「
子
を
蔵
人
に
な
し
て
侍
、

南
殿
の
さ
く
ら
を
人
び
と
よ
み
し
に
、
こ
の
上
の
、
う
れ
し
き
こ
と
よ
り
ほ
か

に
の
み
な
ん
、
こ
の
ご
ろ
さ
ら
に
お
ぼ
え
は
べ
ら
ず
と
て
」
と
い
う
題
詞
で
、

「
花
お
ら
む
心
も
そ
ら
に
成
り
に
け
り
こ
を
云
ふ
み
ち
に
お
も
ひ
み
だ
れ
て
」

と
い
う
歌
も
見
え
る
。
ま
さ
し
く
、
当
時
の
忌
事
は
、
 
「
こ
の
上
な
い
喜
び
」

に
ひ
た
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

 
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
「
心
あ
た
た
ま
る
お
上
の
お
ぼ
し
召
し
」
を
い
た
だ

き
、
 
「
こ
の
上
な
い
喜
び
」
に
匡
衡
が
ひ
た
っ
た
の
は
、
寛
弘
三
年
三
月
四
日
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の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
、
い
ま
だ
二
十
日
ほ
ど
し
か
た
っ

て
い
な
い
の
で
あ
る
、
同
年
三
月
二
十
四
日
の
左
大
臣
道
長
邸
で
の
作
文
会
の

開
催
の
当
日
は
。
さ
き
の
花
宴
の
当
日
か
ら
は
い
ま
だ
二
十
日
ほ
ど
し
か
た
っ

て
い
な
い
と
い
う
そ
の
事
実
は
、
今
回
の
、
同
年
同
月
二
十
四
日
の
道
長
凶
作

文
旦
に
出
席
し
た
鴎
尻
の
心
情
を
考
え
る
時
に
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く
，
る

だ
ろ
う
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
前
回
の
花
軍
の
当
日
に
見
ら
れ
た
匡
衡
の
「
こ

の
上
な
い
喜
び
」
の
感
情
は
∵
二
十
日
ほ
ど
を
経
過
し
て
い
る
と
は
言
え
、
そ

の
期
問
の
短
さ
の
故
に
、
今
回
の
作
文
会
の
当
日
に
も
引
き
継
が
れ
た
に
違
い

な
い
と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
今
回
の
作
文
会
の
会
場
も
、
前
回
の
花

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

宴
の
時
と
同
じ
く
左
大
臣
邸
（
た
だ
し
、
前
回
の
そ
れ
が
左
大
臣
の
東
三
条
邸

で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
今
回
の
そ
れ
は
左
大
臣
邸
と
い
う
だ
け
で
、
邸
名
は

特
定
で
き
な
い
。
）
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
二
十
四
日
当
日
の
二
号
の
心

に
、
前
回
の
「
こ
の
上
な
い
喜
び
」
の
感
情
を
思
い
お
こ
さ
せ
る
こ
と
を
よ
り

馳
容
易
に
し
だ
に
違
い
な
い
と
思
う
。

 
つ
ま
り
、
今
回
（
二
十
四
日
）
の
作
文
会
に
お
い
て
も
、
匡
衡
は
心
に
、
前

回
（
四
日
）
の
「
こ
の
上
な
い
喜
び
」
の
感
情
を
強
く
残
し
続
け
て
い
た
は
ず

な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
も
う
一
方
の
通
直
の
場
合
は
ど
う
で
あ
■
つ
た

か
。
確
か
に
、
前
回
の
花
型
の
席
に
彼
が
参
加
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た
か

ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
出
席
し
て
い
た
か
否
か
を
資
料
に
よ
っ
て
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
鮎
子
が
、
今
回
の
作
文
会
に
出
席

し
て
い
る
と
て
う
か
ら
し
て
、
二
十
日
ほ
ど
前
の
前
回
の
そ
れ
に
も
参
加
し
て

い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
強
く
想
像
さ
れ
る
が
、
今
は
、
そ
の
こ
と
は
あ
ま
り
問

題
に
な
ら
な
い
と
思
う
。
と
い
う
の
は
、
勿
論
、
彼
が
前
回
の
二
黒
の
席
に
列

な
っ
て
い
れ
ば
、
当
日
の
ラ
イ
バ
ル
・
匡
衡
の
有
好
天
ぶ
ゆ
を
直
接
に
目
に
す

『
本
朝
麗
藻
」
 
全
注
釈
国

る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
ろ
う
が
、
も
し
も
、
当
日
、
不
参
加
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
，
必
ず
や
、
そ
の
う
わ
さ
を
彼
は
耳
に
し
た
は
ず
だ

か
ら
で
あ
る
。
参
加
・
不
参
加
に
か
か
わ
り
な
く
、
当
日
の
晴
れ
舞
台
に
お
け

る
ラ
イ
バ
ル
・
匡
衡
の
活
躍
ぶ
り
を
通
直
は
見
聞
し
た
に
相
違
な
い
か
ら
で
あ

る
。
そ
し
て
、
今
回
、
そ
の
匡
衡
と
席
を
同
じ
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
号

は
、
胃
壁
が
前
回
の
「
こ
の
上
な
い
喜
び
」
の
感
情
を
強
く
思
い
お
こ
し
て
い

た
は
ず
の
時
に
、
自
分
も
お
の
ず
か
ら
、
複
雑
な
気
持
で
そ
の
時
の
見
聞
を
強

く
思
い
お
こ
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
に
相
違
な
い
か
ら
で
あ
る
。

 
な
に
し
ろ
、
た
か
だ
か
二
十
日
ほ
ど
前
の
こ
と
な
の
で
あ
る
、
 
「
こ
の
上
な

い
喜
び
」
の
た
め
に
す
っ
か
り
有
頂
天
に
な
つ
，
て
、
ラ
イ
バ
ル
の
匡
衡
が
、

「
江
家
眉
目
有
・
時
言
」
．
と
詠
じ
た
の
は
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
申

に
見
え
る
「
江
家
」
と
い
う
言
葉
は
、
あ
く
ま
で
も
「
維
時
流
」
に
限
っ
た
大

江
家
を
指
示
す
る
そ
れ
な
の
で
あ
り
、
 
「
朝
戸
流
」
を
も
含
ん
だ
広
範
囲
の
大

江
家
を
指
示
す
る
そ
れ
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
回
、
募
金
が
高

ら
か
に
詠
じ
た
そ
の
一
句
は
、
大
江
家
に
お
け
る
「
維
時
流
」
の
完
全
勝
利
の

宣
言
な
の
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
 
「
朝
綱
流
」
の
通
直
に
は
、
そ
の
よ
う

に
見
聞
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
。

 
 
「
大
江
家
の
繁
栄
と
そ
の
継
承
と
が
、
今
確
約
さ
れ
た
の
だ
。
」
と
、
前
回

の
匡
衡
は
有
頂
天
に
な
っ
て
詠
じ
た
が
、
少
な
く
と
も
、
「
朝
垂
流
」
の
通
直

に
と
っ
て
は
、
野
田
の
言
う
「
大
江
家
」
と
は
「
維
時
流
」
の
ご
と
で
し
か
な

-
い
の
だ
、
と
実
感
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、

高
直
は
、
そ
の
二
六
の
一
句
を
ど
の
よ
う
な
気
持
で
見
聞
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
大
江
家
の
一
員
と
し
て
、
論
衡
の
「
こ
の
上
な
い
喜
び
」
を
わ
が
身
の
こ

と
と
し
て
喜
ん
だ
で
あ
ろ
う
か
。
い
や
、
「
朝
導
流
」
を
自
負
し
て
い
た
は
ず
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の
通
直
な
の
で
あ
る
。
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、

」
逆
に
、
大
江
家
に
お
け
る
主
流
派
争
い
に
完
全
に
敗
北
し
た
こ
と
を
思
い
知
ら

さ
れ
、
み
ず
か
ら
の
「
不
遇
」
を
よ
り
一
層
嘆
き
悲
し
む
こ
と
に
な
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
匡
衡
の
喜
び
が
高
ま
れ
ば
高
ま
る
ほ
ど
、
彼
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た

通
直
の
敗
北
感
は
ま
す
ま
す
強
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

 
寛
弘
三
年
三
月
二
十
四
日
の
、
今
回
の
作
文
会
の
席
上
に
お
い
て
も
、
匡
衡

は
、
前
回
（
四
日
）
の
「
こ
の
上
な
い
喜
び
」
の
感
情
を
強
く
残
し
続
け
て
い
・

た
は
ず
で
あ
る
、
と
さ
き
に
述
べ
た
が
、
通
直
も
、
前
回
の
「
こ
の
上
な
い
敗

北
」
の
感
情
を
改
め
て
思
い
お
こ
し
て
い
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
よ
う
に
彼
ら
二
人
の
当
日
の
感
情
の
有
り
様
を
推
測
す
る
時
、
匡
衡

が
今
回
作
成
の
七
律
の
尾
聯
に
、
「
士
林
今
日
多
二
歓
楽
一
、
肇
二
翫
栄
花
一
聴
二
風

琴
一
。
」
と
詠
じ
、
通
直
が
同
じ
く
そ
の
尾
聯
に
、
「
為
二
黒
蜜
ワ
有
二
陽
和
徳
一
、

髪
雪
転
寒
任
二
陸
沈
一
。
」
と
吟
じ
て
い
る
こ
と
の
理
由
が
は
じ
め
て
納
得
さ
れ

て
く
る
よ
う
に
思
う
，
釣
球
が
楽
観
的
・
現
状
肯
定
的
に
、
そ
し
て
「
お
上
の
、

お
ぼ
し
召
し
」
に
対
す
る
感
謝
の
念
を
こ
め
て
詠
じ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
通

直
は
悲
観
的
・
現
状
否
定
的
に
、
そ
し
て
「
お
上
の
お
ぼ
し
召
b
」
の
な
い
こ

と
を
嘆
く
気
持
を
吟
じ
て
い
る
。
そ
の
両
者
の
詠
じ
方
が
は
っ
き
り
と
対
照
的

な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
当
日
の
匡
衡
と
通
直
と
の
置
か
れ
て
い
た
立
場
を

直
接
的
に
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

 
と
く
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
の
通
直
の
嘆
き
が
、
単
に
、

彼
が
個
人
的
に
「
不
遇
」
な
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
悲
し
ん
で
い
る
だ

け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
も
う
一
方
で
、
大
江
家
に
お
け
る

 
「
朝
三
流
」
が
「
不
遇
」
な
状
態
に
あ
る
こ
と
を
も
悲
し
ん
で
い
る
の
だ
と
い

う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
彼
の
嘆
き
は
、
個
人
的
な
悲
し
み
で
あ
る
と
と
も
に
、

「
朝
綱
流
」
の
悲
し
み
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
（
勿
論
、
そ
れ
は
、

匡
衡
の
喜
び
が
個
人
的
な
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
 
「
維
時
流
」
の
そ
れ
で
で

も
あ
っ
だ
こ
と
と
揆
を
一
に
す
る
の
で
あ
る
が
。
）
。
そ
れ
故
、
本
詩
（
上
の

1
0
）
の
尾
聯
中
に
見
ら
れ
る
作
者
・
通
直
の
悲
し
み
の
深
さ
を
理
解
す
る
に

・
は
、
彼
の
個
人
的
な
生
涯
を
知
る
だ
け
で
は
な
く
、
 
「
朝
導
流
」
の
人
間
と
し

て
の
当
時
の
彼
の
立
場
を
も
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ

の
た
め
に
は
、
彼
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
匡
衡
の
個
人
的
な
生
涯
と
、
 
「
維
時

流
」
の
人
間
と
し
て
の
当
時
の
匡
衡
の
立
場
と
を
対
比
さ
せ
て
考
え
る
必
要
も

あ
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
な
か
ん
ず
く
、
本
会
と
時
を
同
じ
く
し
て
作
成
さ
れ
た

匡
衡
の
同
題
詩
の
、
そ
の
尾
聯
に
認
め
ら
れ
る
喜
び
の
大
き
さ
と
対
比
さ
せ
て

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
。

 
と
こ
ろ
で
、
本
詩
の
頷
聯
「
生
涯
被
・
養
瓢
レ
八
色
、
行
路
不
・
春
野
・
谷
戸
。
」

が
、
 
「
相
之
草
再
新
」
に
採
用
遠
れ
て
い
る
。
対
句
と
し
て
の
見
事
さ
の
故
で

あ
ろ
う
が
、
や
は
り
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
同
上
書
に

採
用
さ
れ
て
い
る
同
題
詩
の
対
句
が
、
本
詩
の
頷
聯
以
外
に
見
え
な
い
か
ら
で

あ
る
。
す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
現
存
の
同
題
詩
と
し
て
は
、
『
本
朝
麗
藻
」

 
〈
巻
上
〉
所
載
の
三
首
（
斉
信
・
公
任
・
通
直
の
作
品
）
と
『
江
吏
部
集
」

〈
巻
下
〉
申
の
一
首
．
（
匡
衡
の
作
品
）
と
『
行
成
詩
稿
」
中
の
一
聯
（
行
成
の
作

品
）
“
が
見
え
る
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
少
な
ぐ
と
も
都
合
五
人
の
作
品

は
残
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
た
と
え
そ
の
少
な
い
中
か
ら
で
あ

？
て
も
、
垂
直
の
作
品
（
本
詩
）
か
ら
の
み
選
ば
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

本
詩
の
客
観
的
評
価
の
一
．
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

 
 
 
 
※

（
上
の
1
1
）
七
言
。暮
春
侍
二
曹
左
丞
相
東
三
条
第
一
、

※
 
 
 
※

同
心
二
品
レ
水
落
花
舞
一
、

（64）



 
 
 
※
※
 
 
 
 
 
※
 
 
 
 
 
 
 
 
※

応
レ
製
詩
一
首
。
 
〈
以
・
軽
為
・
韻
。
丼
序
。
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
江
南
衡

 
 
 
 
 
 
 
※
 
 
 
 
 
 
 
 
、
 
 
 
 
 
 
※
 
 
※
 
 
 
 
 
 
※

 
三
連
有
二
一
形
勝
一
、
世
謂
二
之
東
三
条
一
。
本
内
大
相
国
之
甲
第
、
伝
為
二
左

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※

丞
相
之
花
亭
一
。
聖
上
不
レ
二
二
旧
里
一
、
再
議
二
天
択
一
。
始
廻
幽
翠
華
一
、
一
日
礼
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※

外
祖
於
当
時
一
、
今
准
二
紫
禁
一
、
．
二
年
移
二
朝
議
於
適
地
一
。
愛
泉
石
増
美
、
雲

 
 
 
 
 
 
 
※
 
 
 
 
 
 
※
 
 
 
 
 
※
 
※
※
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※

・
楽
四
種
、
簾
帷
添
レ
華
、
庭
実
千
品
。
単
二
伶
倫
於
竜
舟
「
、
伝
話
二
寧
波
之
妙

 
 
 
※
 
 
 
 
 
※
 
 
 
 
※
※
 
 
 
 
 
 
 
 
※
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※

曲
一
、
択
二
墨
客
於
愚
筆
一
、
皆
螢
二
曲
月
之
明
文
一
 
。
蓋
当
二
曲
水
右
翼
日
［
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
 
 
 
 
，
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※

翫
二
塁
陽
之
風
光
一
也
。
観
夫
落
花
不
・
閑
、
度
レ
水
自
盛
。
遮
二
誓
書
一
領
宛
転
、

 
 
 
 
 
※
※
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
 
※
※

廻
鬼
心
袖
止
蘇
。
過
二
重
泉
一
而
婆
娑
、
落
論
叢
最
遠
和
。
至
下
学
赴
レ
節
之
度

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※

無
二
定
様
一
、
応
レ
声
望
体
有
申
嬌
船
上
、
問
二
根
源
於
岸
口
一
。
若
出
レ
自
二
梨
園
一
、

※
 
 
 
※
 
 
 
 
 
 
※
 
 
 
 
 
 
 
 
※
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
 
 
 
 
※

出
・
自
二
杏
園
「
、
任
二
進
退
於
波
心
一
。
亦
不
レ
知
二
趙
女
一
、
不
レ
知
二
漢
女
一
者
鰍
。

 
 
 
 
 
※
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
 
 
 
 
 
 
 
※

夫
勝
地
伝
レ
名
説
錐
・
交
レ
美
、
帝
盾
重
三
必
生
一
二
家
君
光
耀
一
。
賢
相
輔
レ
主
以

 
 
 
 
 
※

錐
レ
世
レ
栄
、
父
子
未
三
針
致
二
万
乗
小
聖
幸
一
。
於
戯
馬
千
載
一
遇
、
不
・
光
レ
古

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※

乎
。
昔
漢
高
祖
之
過
二
浦
申
「
、
賞
二
父
老
【
以
撃
レ
筑
、
唐
太
宗
之
宴
二
池
上
一
、

 
 
 
 
※
 
 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
 
 
 
 
 
 
 
 
※
 
 
 
 
※

率
二
貴
臣
一
夜
献
レ
詩
而
巳
。
臣
謬
当
二
軍
仁
「
、
粗
記
二
盛
事
一
、
云
レ
爾
。
謹
序
。

 
※
 
 
 
 
 
，
※

 
君
臣
宴
楽
憲
章
好
、
．
落
葉
乱
繭
度
レ
水
書
。
 
 
噛
 
 
 
」

 
霜
葉
冬
題
陪
二
地
下
一
、
風
花
春
宴
近
二
皇
明
一
。

 
 
 
 
 
※

 
酔
歌
得
レ
 
桃
源
路
、
踏
舞
欲
レ
看
李
耳
癖
。

 
翰
墨
寄
・
話
頭
己
白
、
洋
弓
未
・
長
動
二
心
債
。

 
 
 
※

 
 
〈
詩
原
脱
。
今
拠
二
家
集
一
項
。
〉

 
〔
訓
読
〕
七
言
。
暮
春
に
宴
に
左
丞
相
の
東
三
条
第
に
侍
し
、
同
じ
く
「
水
を

渡
り
て
落
花
舞
ふ
」
を
賦
し
、
製
に
応
ず
る
の
詩
一
首
。
入
「
軽
」
を
以
て
韻

と
為
す
。
井
び
に
序
あ
り
。
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
江
匡
衡

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
／

「
本
朝
麗
藻
』
 
全
注
釈
国

9
洛
城
に
一
形
勝
有
り
て
、
世
に
之
（
こ
れ
）
を
東
三
条
と
謂
ふ
。
本
（
も
と
）

は
是
れ
大
相
国
の
甲
第
に
し
て
、
伝
へ
ら
れ
て
左
丞
相
の
花
亭
と
為
る
。
聖
上

は
旧
里
な
る
を
忘
れ
ず
、
再
び
天
臨
を
備
ふ
。
始
め
は
翠
華
を
廻
ら
し
て
、

一
日
外
祖
に
当
時
に
面
し
、
今
は
紫
禁
に
准
じ
て
、
二
年
朝
議
を
此
の
地
に
移

す
。
愛
（
こ
こ
）
に
泉
石
は
増
す
ま
す
美
し
く
、
器
楽
は
四
（
よ
も
）
に
陳

（
つ
ら
）
な
る
。
簾
帷
は
華
を
添
へ
、
庭
実
は
千
品
な
り
。
伶
倫
を
竜
舟
に
整

へ
れ
ば
、
自
（
お
の
つ
か
）
ら
涛
波
の
妙
曲
を
調
べ
浅
墨
客
を
鳳
筆
に
択
べ

ば
、
皆
（
み
な
）
夜
月
の
明
文
を
螢
（
み
が
）
く
。
蓋
（
け
だ
）
し
曲
水
の
翼

日
に
当
た
り
て
、
艶
陽
の
風
光
を
翫
（
も
て
あ
そ
）
ぶ
な
り
。
観
る
に
贈
れ
落

花
は
閑
（
し
っ
か
）
な
ら
ず
し
て
、
水
を
度
（
わ
た
）
り
て
自
ら
舞
ふ
。
沙
風

に
遮
（
さ
へ
ぎ
）
ら
れ
て
宛
転
た
る
こ
と
、
廻
雪
の
袖
の
暗
（
ひ
そ
か
）
に
醗

（
ひ
る
が
へ
）
る
が
ご
と
し
。
二
三
を
過
ぎ
て
婆
娑
（
ば
さ
）
た
る
こ
と
、
落

霞
の
琴
の
遠
く
和
す
る
が
ご
と
b
。
夫
（
か
）
の
節
に
赴
く
の
度
に
定
格
無

く
、
声
に
応
ず
る
の
体
に
嬌
粧
有
る
に
至
り
て
は
、
根
源
を
岸
口
に
問
ふ
。

若
（
も
）
し
梨
鳳
よ
り
出
酒
、
杏
園
よ
り
出
つ
れ
ば
、
進
退
を
波
動
に
任
（
ほ

し
い
ま
ま
）
に
す
。
亦
（
ま
た
）
趙
女
な
る
を
知
ら
ず
、
二
女
な
る
を
知
ら
ざ

る
者
か
。
回
れ
勝
地
倣
名
を
伝
へ
て
以
て
美
を
交
（
く
ら
）
ぶ
る
と
錐
も
、
，
帝

后
も
て
未
だ
必
ず
し
も
一
家
の
光
耀
を
生
（
な
）
さ
ず
。
賢
相
は
主
を
輔
（
た

す
）
け
て
以
て
栄
を
世
（
よ
）
と
す
る
と
錐
毛
、
父
子
も
て
未
だ
必
ず
し
も
万

乗
の
臨
幸
を
致
さ
ず
。
於
戯
（
あ
あ
）
、
千
載
一
遇
に
し
て
、
古
（
い
に
レ

へ
）
に
光
（
か
が
や
）
か
ざ
ら
、
ん
や
。
昔
（
む
か
し
）
漢
の
高
祖
の
寒
中
を
過

（
よ
ぎ
）
る
や
、
父
老
を
賞
し
て
以
て
筑
を
撃
ち
、
唐
の
太
宗
の
池
上
に
令

す
る
や
、
貴
臣
を
率
（
ひ
き
）
み
て
詩
を
献
ぜ
し
め
し
の
み
。
臣
は
謬
り
て
其

の
仁
（
に
ん
）
に
当
た
れ
ば
、
粗
（
ほ
）
ぼ
盛
事
を
記
し
て
、
爾
（
し
か
）
云

（65）



ふ
。
謹
み
て
序
す
。
．

 
君
臣
の
宴
楽
（
え
ん
ら
く
）
歓
游
の
好
（
よ
し
み
）
に
、
落
葉
も
乱
酪
も
水

を
度
（
わ
た
）
り
て
軽
し
。
霜
葉
の
冬
題
に
は
地
下
（
じ
げ
）
に
話
せ
し
に
、

風
花
の
春
夏
に
は
皇
明
に
近
し
。
酔
歌
し
て
 
（
お
も
む
）
く
を
得
た
り
桃
源

の
路
（
み
ち
）
、
踏
舞
し
て
看
ん
と
欲
す
李
部
の
栄
（
ほ
ま
れ
）
コ
翰
墨
に
身

を
寄
せ
て
頭
は
已
（
す
で
）
に
白
き
に
、
鶯
児
の
未
だ
長
ぜ
ざ
れ
ば
心
情
動
く
。

 
〈
詩
は
原
（
も
と
）
脱
す
。
今
は
家
集
に
拠
り
て
補
ふ
。
〉

 
〔
通
釈
〕
七
言
（
律
詩
）
。
春
三
月
に
左
大
臣
（
藤
原
道
長
）
の
東
三
条
邸
の

宴
に
伺
候
し
、
同
じ
く
「
水
を
渡
り
て
落
花
舞
う
」
の
題
で
詩
を
作
り
、
詔
に

応
じ
た
詩
一
首
。
 
〈
「
軽
」
字
を
韻
字
と
す
る
。
併
せ
て
序
文
を
付
す
。
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
江
隔
地

 
左
京
に
一
つ
の
景
勝
の
地
が
あ
り
、
世
間
で
は
そ
れ
を
東
三
条
邸
と
呼
ん
で

い
る
。
こ
の
邸
宅
は
、
も
と
も
と
太
政
大
臣
兼
家
公
の
本
邸
で
あ
っ
た
の
だ

が
、
の
ち
に
左
大
臣
道
長
公
の
伝
送
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
花
見
の
名
所
（
別

邸
）
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
聖
上
（
一
条
天
皇
）
は
、
こ
の
邸
宅
で
ご
誕
生
に

な
っ
た
こ
と
を
お
忘
れ
に
な
ら
ず
、
二
度
ま
で
も
こ
の
地
に
行
幸
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
一
度
目
は
、
御
駕
を
わ
ざ
わ
ざ
め
ぐ
ら
し
て
お
出
か
け
に
な
り
、

そ
の
日
（
永
延
元
年
十
月
十
四
日
）
、
当
時
の
外
祖
父
（
淫
逸
）
に
天
皇
即
位

の
ご
挨
拶
を
な
さ
り
、
二
度
目
の
こ
の
た
び
は
、
里
内
裏
と
し
て
、
お
よ
そ
二

年
間
（
寛
弘
二
年
十
一
月
二
十
七
日
か
ら
同
三
年
三
月
四
日
の
今
日
ま
で
）
と

い
う
も
の
、
こ
の
地
に
朝
廷
の
会
議
の
場
を
移
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

 
さ
て
、
 
（
今
日
の
宴
席
を
見
わ
た
せ
ば
）
そ
の
山
水
の
景
色
は
い
よ
い
よ
美

'
し
く
、
そ
の
に
ぎ
や
か
な
音
楽
は
あ
た
り
に
響
き
わ
た
っ
て
い
る
。
聖
上
・
后

妃
（
中
宮
彰
子
）
の
ご
臨
席
を
仰
い
で
、
そ
の
雰
囲
気
は
い
や
が
上
に
も
華
や

か
で
あ
り
、
庭
一
杯
に
陳
列
さ
れ
た
貢
ぎ
物
も
数
知
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
（
多

数
の
臣
下
も
参
列
し
て
い
る
）
。
竜
頭
の
船
上
に
整
列
し
た
楽
人
た
ち
は
、
も

と
よ
り
、
か
の
「
春
波
」
の
ご
と
き
す
ぐ
れ
た
音
曲
を
か
な
で
、
詩
才
に
よ
っ

て
択
び
ぬ
か
れ
た
文
人
た
ち
は
、
す
べ
て
、
か
の
「
夜
月
」
の
ご
と
き
立
派
で

明
か
な
詩
を
競
っ
て
作
る
。

 
そ
も
そ
も
、
 
（
三
月
四
日
の
今
日
と
い
う
日
は
）
曲
水
の
賀
宴
の
翌
日
に
あ

た
り
、
晩
春
の
風
景
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
む
べ
き
日
時
な
の
で
あ
る
。
さ
て
、

 
（
今
、
そ
の
風
景
に
目
を
や
れ
ば
）
落
花
は
散
り
急
ぎ
、
そ
の
花
ビ
ラ
は
ひ
ら

ひ
ら
と
舞
い
な
が
ら
水
面
を
ひ
と
り
で
に
渡
っ
て
い
く
。
 
（
最
初
）
水
辺
の
風

に
そ
の
行
く
手
を
さ
え
ぎ
ら
れ
て
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
舞
っ
て
い
る
そ
の
様
子

は
、
ま
る
で
袖
に
ひ
る
が
え
る
雪
が
軽
や
か
に
舞
い
を
舞
っ
て
い
る
か
の
よ
う

に
も
見
え
る
。
 
（
次
に
、
わ
ず
か
に
前
方
に
す
す
み
）
急
流
の
岩
清
水
の
と
こ

ろ
ま
で
来
て
も
な
お
ふ
わ
り
ふ
わ
り
と
舞
い
続
け
て
い
る
そ
の
様
子
は
、
ま
る

で
遠
く
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
「
藍
碧
」
の
ご
と
き
名
琴
の
伴
奏
に
調
子
を
合
わ

せ
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

 
そ
の
、
 
（
花
ビ
ラ
が
）
音
節
に
合
わ
せ
て
舞
う
み
ご
と
な
様
子
に
は
一
定
の

き
ま
り
と
い
う
も
の
が
な
く
（
千
変
万
化
で
）
・
、
音
声
に
応
じ
て
舞
う
そ
の
す

ぐ
れ
た
姿
態
に
は
な
ま
め
か
し
さ
さ
え
も
感
じ
ら
れ
る
の
で
、
 
（
思
わ
ず
に
）

そ
れ
ら
の
踊
り
子
（
花
ビ
ラ
）
の
出
身
地
（
出
ど
こ
ろ
）
を
岸
辺
に
尋
ね
て
み

た
く
な
っ
て
し
ま
う
（
そ
の
花
ビ
ラ
の
舞
い
出
る
も
と
を
見
き
わ
め
よ
う
と
す

、
る
）
。
も
し
も
、
彼
女
た
ち
が
梨
園
の
出
身
で
あ
り
（
そ
れ
が
梨
の
花
ビ
ラ
で

あ
り
）
、
杏
園
の
出
身
で
あ
れ
ば
（
そ
れ
が
杏
の
花
ビ
ラ
で
あ
れ
ば
）
、
 
（
な
る

ほ
ど
と
ば
か
り
）
彼
女
た
ち
（
そ
の
花
ビ
ラ
）
．
の
立
居
振
舞
（
そ
の
優
美
な
舞

い
姿
）
を
波
の
上
に
あ
く
こ
と
な
く
眺
め
て
は
大
い
に
満
足
す
る
の
で
あ
る
。
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（
勿
論
）
ど
ち
ら
が
趙
国
の
美
女
で
あ
り
、
ど
ち
ら
が
漢
地
の
美
女
で
あ
る
か

は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
（
梨
の
花
ビ
ラ
と
否
の
花
ビ
ラ
の
区
別
が
判
然
と
し

な
い
ま
ま
に
、
相
方
の
美
し
さ
に
酔
い
し
れ
て
、
ど
ち
ら
で
も
よ
く
な
っ
て
し

ま
う
。
）
。

 
古
来
、
景
勝
の
地
と
い
う
も
の
は
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
名
声
と

そ
の
美
し
さ
と
を
競
い
あ
っ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
、
帝
王
の
で
誕
生
の
地

・
皇
后
の
ご
成
長
の
場
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
栄
誉
を
一
人
占
め
に
す
る
よ
う

な
邸
宅
が
ほ
か
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
（
こ
の
東
三
条
邸
以
外
に
は
な
い
）
。

ま
た
、
す
ぐ
れ
た
大
臣
と
い
う
も
の
は
数
多
く
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
主
君

を
輔
佐
し
て
世
上
の
栄
光
を
手
に
し
て
は
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
、
父
子
（
兼
家

と
道
長
）
二
代
に
わ
た
っ
て
同
じ
帝
王
の
行
幸
を
同
じ
場
所
に
か
た
じ
け
な
く

し
た
大
臣
が
ほ
か
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
（
こ
の
邸
宅
の
ご
主
人
・
左
大
臣
道

長
丘
以
外
に
は
な
い
）
。

 
あ
あ
、
 
（
今
日
の
宴
席
は
）
千
年
に
一
度
あ
る
か
な
い
か
の
、
ま
こ
と
に
有

り
難
い
盛
大
な
催
し
で
あ
り
、
古
今
未
曽
有
の
出
来
ご
と
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
も
し
、
強
い
て
過
去
に
そ
の
類
似
の
例
を
求
め
る
な
ら
ば
）
昔
、
前
漢
の
高

祖
（
劉
邦
）
が
郷
里
の
流
県
に
立
ち
寄
っ
た
時
、
そ
の
地
の
有
徳
の
老
人
を
尊

ん
で
自
分
か
ら
筑
を
打
ち
鳴
ら
し
た
例
、
ま
た
、
大
唐
の
太
宗
（
李
世
民
）
が

池
の
ほ
と
り
に
宴
を
張
っ
た
時
、
引
き
連
れ
て
い
た
身
分
の
高
い
臣
下
に
そ
れ

ぞ
れ
詩
を
献
上
さ
せ
た
例
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。
・

 
微
臣
（
わ
た
く
し
）
は
、
誤
っ
て
こ
の
よ
う
な
（
序
文
作
成
の
）
大
任
を
果
た
す

こ
と
に
な
っ
て
レ
ま
い
ま
し
た
の
で
、
ほ
ん
の
少
し
ば
か
り
で
す
が
、
今
日
の

盛
会
の
こ
と
を
書
き
述
べ
て
み
ま
し
た
。
以
上
、
謹
ん
で
序
文
を
奉
り
ま
す
。

 
君
臣
の
楽
し
い
酒
宴
・
喜
び
を
つ
く
し
た
そ
の
集
い
に
は
、
散
り
落
ち
る
葉

「
本
朝
麗
藻
」
全
注
釈
国

も
乱
れ
飛
ぶ
花
も
軽
々
と
水
面
を
渡
っ
て
い
く
。
 
（
あ
の
、
か
つ
て
の
）
 
「
紅

葉
」
を
詩
題
に
し
た
冬
の
宴
に
お
い
て
は
地
下
の
身
分
で
そ
の
席
に
列
な
っ
て

お
り
ま
し
た
の
に
、
 
（
今
日
の
）
 
「
落
花
」
を
詩
題
に
し
た
春
の
宴
に
お
い
て

は
恐
れ
多
く
も
聖
上
に
近
侍
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
序
者
と
講
師
の

大
任
を
果
た
す
た
め
に
）
。
酒
に
酔
っ
て
詩
歌
を
口
ず
さ
ん
で
は
思
わ
ず
桃
源

郷
の
道
を
進
ん
で
い
る
よ
う
な
気
分
に
な
り
、
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
に
足
を
ふ
み

な
ら
し
て
舞
い
を
ま
っ
て
は
自
然
と
華
や
か
な
式
部
省
の
役
人
た
ち
の
い
る
方

へ
（
わ
が
子
息
の
挙
周
の
姿
を
さ
が
し
求
め
て
）
目
が
い
っ
て
し
ま
う
。
 
（
父

で
あ
る
わ
た
く
し
が
）
文
筆
の
こ
と
を
な
り
わ
い
と
し
て
も
は
や
白
髪
の
老
人

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
に
、
鶯
の
ひ
な
（
わ
が
子
息
の
挙
周
）
は
い
ま

だ
に
十
分
に
成
長
し
き
れ
ず
に
心
配
を
か
け
続
け
て
お
り
ま
す
（
そ
れ
で
、
つ

い
つ
い
そ
ち
ら
の
方
に
目
が
い
っ
て
し
ま
う
の
で
す
）
。

 
〈
詩
の
方
は
原
本
に
は
脱
漏
し
て
見
え
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
、
『
江
吏
部
集
』

に
よ
っ
て
補
っ
て
付
け
た
。
〉
 
 
 
 
 
 
 
「
 
 
 
 
 
ヤ

〔
校
異
〕
〇
七
言
一
へ
四
 
（
新
帝
群
書
類
従
本
『
三
冠
虚
血
』
。
以
下
同
じ
）

と
［
劇
（
「
本
朝
文
粋
註
釈
」
本
。
以
下
同
じ
）
と
に
は
、
な
し
。
○
同
1
一
万
一

は
、
判
読
不
能
に
つ
き
、
一
類
＝
鋼
以
下
に
従
う
。
○
渡
一
顧
＝
断
＝
幽
は
、

「
度
」
に
作
る
。
○
詩
一
面
＝
圏
は
、
な
し
。
〇
一
首
1
［
圏
は
、
な
し
。

○
以
軽
震
韻
i
一
局
は
、
な
し
。
な
お
、
一
糸
は
、
 
「
～
軽
ζ
ζ
」
に
作
る
。
・

圏
噺
一
以
下
に
従
う
。
○
命
毛
-
隔
［
は
、
な
し
。
○
勝
-
一
」
魍
は
、
こ
の

下
に
「
也
」
字
あ
り
。
○
本
i
一
閣
一
は
、
「
流
布
本
作
レ
東
。
今
拠
二
一
本
、
及
本

朝
麗
藻
・
江
吏
部
集
一
訂
レ
之
。
」
と
注
す
。
○
大
相
国
一
号
［
は
、
「
太
相
国
」

に
作
る
。
な
お
、
翻
＝
聯
＝
幽
に
は
、
 
「
兼
家
」
の
傍
注
あ
り
。
○
第
-
面
一

は
、
て
の
下
に
「
也
」
字
あ
り
．
○
華
t
囲
＝
魍
は
、
「
花
」
に
作
る
。
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、
、



○
議
-
囲
＝
圏
は
、
「
儀
」
に
作
る
。
、
○
添
華
一
一
四
は
、
「
加
工
」
に
作

る
。
○
実
-
一
國
ば
、
判
読
不
能
に
つ
き
、
爾
予
断
「
以
下
に
従
う
。
○
整
一

三
抵
、
 
「
悪
」
、
に
作
り
、
右
横
に
「
イ
整
」
と
傍
書
す
。
○
伶
一
腐
［
は
、

判
読
不
能
に
つ
ぎ
、
一
類
＝
断
一
以
下
に
従
う
。
○
倫
i
一
翻
は
、
「
人
」
に
作

る
。
○
調
一
三
一
は
、
 
「
謂
」
に
作
る
。
○
択
i
一
塵
は
、
「
文
粋
作
レ
擢
。
今

拠
二
本
血
行
藻
及
江
津
部
集
一
。
」
と
注
す
。
○
鳳
i
一
三
一
は
、
判
読
不
能
に
つ

き
、
廟
＝
圃
以
下
に
従
う
。
○
皆
-
一
下
は
、
判
読
不
能
に
つ
き
、
繭
夙
＝
圃

以
下
に
従
う
。
○
螢
-
二
一
は
、
「
営
」
に
作
り
、
右
横
に
「
螢
」
と
傍
書
す
。

○
 
1
一
断
機
一
は
、
右
横
に
、
 
「
イ
元
」
と
傍
書
す
。
一
囲
＝
圏
に
は
、
な
し
。

Q
翼
-
翻
＝
圃
以
下
は
、
「
翌
」
に
作
る
コ
○
度
-
一
面
は
、
「
渡
」
に
作

る
。
○
宛
-
一
塑
は
、
右
横
に
、
h
娩
」
と
傍
書
す
。
一
票
＝
盟
は
、
 
「
娩
」
に

作
る
。
○
暗
一
〕
底
は
、
右
横
下
に
、
「
空
」
と
傍
書
す
。
翻
一
は
、
右
横
に
、

「
空
イ
」
と
傍
書
す
。
○
醗
i
一
回
は
、
判
読
不
能
。
た
だ
し
、
そ
の
右
横
下

に
、
「
醜
」
（
？
）
と
傍
書
す
。
顧
＝
圏
は
、
「
翻
」
に
作
る
。
囹
＝
四
は
～

「
魏
」
に
作
る
。
「
圃
は
、
「
騒
」
に
作
る
。
○
婆
娑
一
顧
「
は
、
 
「
娑
婆
」

に
作
る
。
○
至
i
㎝
四
は
、
こ
の
下
に
「
如
」
字
あ
り
。
一
圓
．
は
、
右
横
に
、

「
ハ
」
の
送
り
が
な
を
付
す
。
○
壁
一
重
一
は
、
右
横
に
、
 
「
カ
ノ
」
の
傍
訓

あ
り
。
○
赴
一
一
濁
は
、
右
横
に
、
 
「
起
イ
」
と
傍
書
す
。
漸
＝
囹
7
は
、
'
右

横
に
、
「
起
．
家
集
」
乏
傍
書
す
。
一
四
は
、
「
起
」
に
作
る
。
翻
一
は
、
「
流

布
本
作
レ
起
。
今
拠
二
本
朝
麗
藻
…
訂
レ
之
。
」
と
注
す
。
○
梨
1
～
圏
は
、
右
横

に
、
「
杏
イ
」
と
傍
書
す
。
囲
＝
齪
は
、
 
「
杏
」
に
作
る
。
○
出
-
囲
一
は
、

-
こ
の
上
に
「
若
」
字
あ
り
。
［
圏
は
、
「
流
布
本
出
高
上
有
二
題
字
一
。
今
拠
二
本

朝
麗
藻
一
削
・
之
。
」
と
注
す
。
○
杏
一
一
類
｝
は
、
右
横
に
、
 
「
梨
イ
」
と
傍
書

す
。
囲
＝
盟
は
、
「
梨
」
に
作
る
。
○
進
退
i
腐
［
は
、
判
読
不
能
に
つ
き
、

三
態
一
以
下
に
従
う
。
．
○
亦
一
一
閣
一
は
、
 
「
流
布
本
無
二
岬
山
一
。
今
拠
二
本
朝

麗
藻
・
江
吏
部
集
一
補
レ
之
。
」
と
注
す
。
○
鰍
i
［
牲
は
、
「
乎
」
に
作
る
。

O
名
演
-
一
撃
は
、
判
読
不
能
に
つ
き
、
一
類
＝
噺
一
以
下
に
従
う
。
○
生
一
圏

は
、
「
流
布
本
作
・
致
。
今
拠
二
本
朝
麗
藻
及
江
工
部
集
一
、
訂
レ
之
。
」
と
注
す
。

○
耀
一
顧
＝
断
＝
園
＝
四
は
、
 
「
輝
」
に
作
る
。
○
父
一
三
［
は
、
「
流
布
本

作
・
文
。
非
。
」
と
注
す
。
 
○
太
j
噺
＝
幽
は
、
 
「
大
」
に
作
る
。
○
而
1

」
圏
翻
｛
は
、
「
以
」
に
作
る
。
b
粗
一
腐
［
は
、
右
横
下
に
、
「
柳
」
と
傍

書
す
。
一
曲
は
、
ゴ
柳
」
に
作
る
。
○
曾
爾
-
一
二
一
は
、
判
読
不
能
に
つ
き
、

圏
聯
一
以
下
に
従
う
。
○
謹
序
一
一
圓
は
、
判
読
不
能
に
つ
き
、
顧
二
塁
以

下
に
従
う
。
な
お
、
一
牌
［
は
、
 
「
序
」
の
部
分
に
、
 
「
流
布
上
作
レ
対
ゆ
今
年
二

本
朝
麗
藻
・
三
宿
部
集
等
一
改
・
之
。
」
之
注
す
。
○
塩
瀬
-
一
貫
は
、
以
下
の

詩
の
部
分
を
欠
く
。
今
、
顧
＝
聯
こ
窟
＝
劃
に
従
う
。
○
源
一
囲
～
は
、
「
遊
」

に
作
る
。
○
 
1
顧
＝
四
は
、
「
趣
」
に
作
る
。
'
○
出
原
i
緬
＝
断
＝
圏
…
は
、

と
も
に
、
こ
れ
以
下
の
一
文
を
付
す
。

〔
語
釈
〕

〇
七
言
 
毎
句
が
み
な
七
言
の
詩
。
当
日
の
作
文
会
で
作
ら
れ
た
詩
の
型
が
七

言
詩
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
な
お
、
詩
序
の
後
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
各
詩
を

見
る
と
、
そ
れ
が
近
体
七
言
律
詩
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

○
暮
春
 
陰
暦
三
月
を
い
う
。
莫
春
・
晩
春
・
季
春
と
も
。
そ
の
用
例
と
し
て

 
 
 
ぼ
し
ゅ
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
む

は
、
 
「
莫
春
陽
ハ
、
春
服
既
二
成
ル
。
」
（
莫
念
者
、
春
服
既
成
。
）
〈
．
『
論
語
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

「
先
…
進
」
醒
扁
〉
や
、
 
「
暮
春
十
四
日
ニ
ハ
、
血
目
射
ノ
用
意
成
ル
。
」
 
（
昔
呑
春
十

四
日
、
競
射
用
意
成
。
」
 
〈
『
本
朝
文
無
」
村
上
御
製
「
観
・
遥
遥
二
重
親
衛
将

軍
こ
〉
な
ど
の
一
文
が
見
え
る
。

 
な
お
、
本
文
の
「
暮
春
」
と
は
、
『
御
堂
関
自
記
」
以
下
の
記
事
に
よ
る
と
、
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む
 
 
む

寛
弘
三
年
（
一
〇
〇
六
）
三
月
の
こ
と
で
、
そ
の
月
の
四
日
半
「
花
宴
」
が
行

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

な
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
日
本
紀
略
」
〈
寛
弘
三
年
三
月
四
日
条
〉
に
も
、

 
「
天
皇
（
一
条
天
皇
）
 
ハ
東
三
条
ヨ
リ
一
条
院
二
遷
御
ス
。
中
宮
（
彰
子
）

モ
同
ジ
グ
行
啓
ス
。
是
ノ
日
ギ
、
夫
皇
ハ
三
二
東
三
条
殿
二
於
イ
テ
花
宴
ヲ
命

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
た

ズ
。
題
シ
テ
云
フ
、
水
ヲ
度
リ
テ
落
花
舞
フ
、
‘
ト
。
」
'
（
天
皇
自
二
東
三
条
「
遷
二
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
む

御
一
条
院
一
。
導
燈
同
行
啓
。
是
葦
垣
、
天
皇
先
七
二
東
三
条
殿
一
命
二
花
色
一
。

 
む
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

題
云
、
度
レ
水
落
花
舞
。
）
と
い
う
記
事
が
見
え
る
が
、
ま
さ
し
く
、
そ
の
時

の
「
類
題
」
は
「
暮
春
」
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
み
。

○
侍
宴
 
こ
こ
は
、
「
雷
門
」
に
近
侍
す
る
こ
と
の
意
。
前
項
で
見
た
よ
う
に
、

 
「
日
本
紀
略
」
の
記
事
に
よ
る
と
、
寛
弘
三
年
三
月
四
日
に
、
一
条
天
皇
の
命

令
に
よ
っ
て
、
 
「
花
畠
」
が
左
大
臣
道
長
の
東
三
条
邸
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
の

 
「
花
心
」
に
近
侍
し
た
こ
と
を
指
す
。
な
お
、
『
権
記
」
 
〈
同
年
同
月
同
日
条
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

に
も
、
 
「
参
内
。
行
幸
也
。
其
前
有
二
花
宴
一
。
題
、
度
レ
水
落
花
舞
。
権
申
納

言
（
藤
原
忠
輔
）
所
・
送
也
。
」
と
あ
り
、
当
日
の
宴
会
が
「
粗
宴
」
の
そ
れ

で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。

 
 
「
花
宴
」
は
、
花
の
宴
。
季
節
の
花
を
観
賞
し
な
が
ら
催
す
酒
宴
の
こ
と
。

特
に
、
春
の
観
桜
の
酒
宴
を
い
う
。
花
見
の
宴
。
 
『
類
聚
国
史
」
 
〈
巻
三
十
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

「
天
皇
遊
宴
」
〉
に
は
、
「
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
二
月
辛
丑
、
幸
二
神
泉
苑
一
、

む
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
む

覧
二
花
樹
一
、
命
二
文
人
「
賦
・
詩
。
賜
レ
綿
有
・
差
。
花
宴
之
節
、
始
二
於
四
一
 
。
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

と
い
う
記
事
が
見
え
、
わ
が
国
の
「
花
宴
」
は
、
嵯
峨
天
皇
の
弘
仁
三
年
忌
阜

．
の
時
に
は
じ
ま
っ
た
と
す
る
。
そ
れ
は
、
も
と
も
と
は
「
二
月
」
に
行
な
わ
れ

る
年
中
行
事
の
一
づ
で
あ
り
（
日
付
は
不
定
）
、
花
を
め
で
て
酒
宴
を
開
き
、

文
人
に
命
じ
て
詩
を
作
ら
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
文
の
「
花
宴
」
の
場
合
に

 
 
む
 
 
む
ド

は
、
三
月
四
日
に
開
か
れ
て
お
り
、
時
期
的
に
は
少
し
く
遅
れ
て
い
る
が
、
こ

『
本
朝
麗
藻
」
層
全
注
釈
箇

れ
は
、
さ
き
に
「
日
本
紀
略
」
や
『
権
記
」
に
見
た
通
り
、
当
月
、
そ
れ
ま
で

里
内
裏
と
な
っ
て
い
た
東
三
条
邸
か
ら
、
天
皇
と
申
宮
と
が
一
条
院
に
移
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
前
に
臨
時
的
に
行
な
わ
れ
惹
こ
と
に
な
っ
た
た

め
で
あ
ろ
う
。

 
「
重
罰
」
の
用
例
と
し
て
は
、
 
「
是
二
於
イ
テ
閾
ヲ
シ
テ
出
ダ
シ
、
養
分
復
9

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む

ダ
宴
自
書
ス
ル
ヲ
得
ザ
ラ
シ
ム
。
」
パ
於
レ
皇
祖
二
闘
出
、
後
不
7
得
二
復
侍
7
宴
）

〈
『
前
漢
書
』
巻
九
十
三
「
俵
幸
」
伝
〉
や
、
 
「
十
八
登
科
シ
テ
憩
流
テ
宴
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む

侍
シ
、
今
年
独
り
対
ス
海
辺
ノ
雲
。
」
（
十
八
登
科
初
侍
・
宴
、
今
年
独
白
海
辺

雲
。
）
 
〈
『
菅
家
文
盲
』
巻
三
「
重
陽
日
府
衙
小
飲
」
〉
な
ど
の
一
文
が
見
え

る
。○

左
丞
相
 
左
大
臣
の
唐
名
。
「
拾
善
意
』
 
〈
書
中
「
官
位
唐
名
部
」
〉
に
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

左
大
臣
の
唐
名
に
は
、
左
丞
相
・
左
僕
射
・
左
府
・
無
相
府
・
左
相
国
と
い
う

呼
称
が
あ
る
、
と
す
る
。

 
本
文
の
「
左
丞
相
」
は
、
具
体
的
に
は
藤
原
道
長
の
こ
と
を
指
す
。
寛
弘

三
年
当
時
の
道
長
は
、
左
大
臣
（
内
覧
）
正
二
位
で
四
十
一
歳
〈
『
公
卿
浦

任
』
〉
。

○
東
三
条
第
 
当
時
の
左
大
臣
道
長
の
邸
宅
の
一
つ
。
 
「
拾
芥
抄
」
 
〈
最
中

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
ヒ
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

「
旧
名
所
部
」
〉
に
は
、
 
コ
条
院
宣
生
所
、
或
重
明
親
王
家
、
云
々
。
一
、
一
条

晦
、
町
西
、
南
北
二
町
。
忠
仁
公
家
。
貞
信
公
・
九
読
響
藤
豆
解
。
…
…
」
と

あ
り
、
そ
の
位
置
は
、
左
京
の
う
ち
の
、
二
条
大
路
の
南
で
町
尻
小
路
の
西
、

そ
の
広
さ
は
、
東
西
一
町
・
南
北
二
町
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
本
文
と
も

直
接
に
関
係
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
、
こ
の
東
三
条
邸
が
一
条
天
皇
の
出
生
の

地
で
あ
っ
た
と
も
い
っ
で
い
る
。
さ
ら
に
、
か
つ
て
は
重
明
親
王
（
醍
醐
天
皇
．

第
四
皇
子
）
の
邸
宅
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
も
と
は
忠
仁
公
良
房
の
邸
宅
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で
、
そ
れ
が
、
後
の
貞
信
公
忠
平
・
大
入
道
宿
営
家
と
そ
れ
ぞ
れ
伝
習
さ
れ
た

の
だ
と
も
い
っ
て
い
る
。

 
な
か
で
も
、
そ
の
大
入
道
殿
兼
家
は
、
・
別
に
東
三
条
殿
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う

に
、
こ
の
東
三
条
邸
を
本
邸
と
し
て
使
用
し
た
。
例
え
ば
、
 
『
日
本
詳
略
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

く
永
観
二
年
（
九
八
四
）
三
月
十
五
日
条
〉
に
、
 
「
版
刻
、
右
大
臣
（
兼
家
）

む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

家
東
三
条
院
焼
亡
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
東
三
条
邸
が
火
災
で
焼
亡
し
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
当
時
の
家
主
の
右
大
臣
売
家
は
、
さ
っ
そ
く
再

建
に
と
り
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
完
成
は
、
永
延
元
年
（
九
八
七
）
七
月
二
十

一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
こ
の
日
に
、
摂
政
亡
命
は
新
造
の
東
三
条
邸

に
居
を
移
し
て
い
る
。
 
『
日
本
紀
略
」
 
〈
同
日
条
〉
に
は
、
、
「
摂
政
始
移
二
二
新

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

造
東
三
条
第
一
。
鞭
忙
覧
後
夜
二
三
三
日
宴
・
管
絃
之
事
一
。
」
と
あ
り
、
盛
大
な
祝

 
 
 
 
 
 
 
レ

宴
が
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
八
月
二
十
日
に
は
、
皇
太
后
宮
（
詮
子
）

が
内
裏
か
ら
そ
の
新
造
の
東
三
条
邸
の
南
院
へ
移
り
、
翌
月
の
二
十
日
ま
で
一

個
月
間
そ
こ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
〈
同
上
書
〉
。

 
兼
家
二
女
・
詮
子
（
東
三
条
院
）
か
ら
す
れ
ば
、
東
三
条
邸
は
自
分
の
実
家

で
あ
か
、
思
い
出
の
深
い
場
所
で
あ
っ
た
。
な
に
よ
り
も
、
そ
こ
で
、
天
元
三

年
（
九
八
○
）
六
月
一
日
に
一
条
天
皇
を
生
ん
で
い
る
。
 
『
大
鏡
」
〈
巻
上

「
一
条
院
」
〉
に
は
、
 
「
次
の
帝
、
一
条
院
天
皇
と
申
し
き
。
こ
れ
、
円
融
院

の
第
一
の
皇
子
な
り
。
御
母
、
皇
后
宮
詮
子
と
申
し
き
。
こ
れ
、
太
政
大
臣
兼

家
の
お
と
ど
の
第
こ
の
乙
女
な
り
。
こ
の
帝
、
天
元
三
年
庚
辰
六
月
一
日
、

む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

兼
家
の
お
と
ど
の
東
三
院
の
家
に
て
生
れ
さ
せ
た
ま
ぶ
。
」
と
あ
り
、
ま
た
、

『
栄
花
物
語
」
 
〈
弦
月
「
花
山
た
つ
ぬ
る
申
納
言
」
〉
に
も
、
 
「
そ
の
月
を
た

て
て
六
月
一
日
寅
の
時
に
、
え
も
い
は
ぬ
男
御
子
平
か
に
い
さ
さ
か
悩
ま
せ
給

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

ふ
程
も
な
く
生
れ
さ
せ
給
へ
り
。
．
「
…
・
東
三
条
の
御
門
の
わ
た
り
に
は
、
年
来

、

だ
に
た
は
や
す
く
人
渡
ら
ぎ
り
つ
る
に
、
院
（
冷
泉
院
）
の
宮
達
の
三
所
お
は

し
ま
す
だ
に
お
ろ
か
な
ら
ぬ
殿
の
内
を
、
ま
い
て
今
上
（
円
融
院
）
 
一
の
宮

（
懐
仁
親
王
・
の
ち
の
一
条
天
皇
）
の
お
は
し
ま
せ
ば
、
．
い
と
こ
と
わ
り
に

て
、
い
つ
れ
の
人
も
よ
う
つ
に
参
り
騒
ぐ
。
」
と
あ
り
、
そ
の
当
時
の
東
三
条

邸
の
お
め
で
た
い
様
子
に
言
及
し
て
い
る
。

 
そ
の
後
も
、
例
え
ば
、
思
い
が
け
ず
、
天
元
五
年
（
九
八
二
）
三
月
十
一
日
・

に
は
、
頼
忠
女
・
遵
子
の
立
后
の
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
に
も
、
悲
し
み
に
く

れ
て
た
び
た
び
、
女
御
の
詮
子
は
東
三
条
邸
に
里
帰
り
し
て
い
る
。
 
「
こ
の
大

納
言
殿
（
公
任
）
、
無
心
の
こ
と
一
度
そ
の
た
ま
へ
る
や
。
御
為
の
四
条
の
宮

（
遵
子
）
の
后
に
た
ち
た
ま
ひ
て
、
初
め
て
入
内
し
た
ま
ふ
に
、
洞
院
の
ぼ
り

 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

に
お
は
し
ま
せ
ば
、
東
三
条
の
前
を
わ
た
ら
せ
た
ま
ふ
に
、
大
入
道
殿
（
自

家
）
も
、
故
女
院
（
詮
子
y
も
胸
痛
く
思
し
召
し
け
る
に
、
按
察
大
納
言
は
后

の
御
せ
う
と
に
て
、
御
心
地
の
よ
く
思
さ
れ
け
る
ま
ま
に
、
野
馬
を
ひ
か
へ

て
、
 
『
こ
の
女
御
は
、
い
っ
か
后
に
は
た
ち
た
ま
ふ
ら
む
」
と
、
う
ち
見
入
れ

て
の
た
ま
へ
り
け
る
を
、
殿
を
は
じ
め
た
て
ま
つ
り
て
、
そ
の
御
族
や
す
か
ら

ず
思
し
け
れ
ど
、
男
宮
（
研
創
親
王
冷
の
ち
の
一
条
天
皇
）
お
は
し
ま
せ
ば
、

た
け
く
そ
。
」
 
〈
『
大
鏡
」
巻
上
「
頼
忠
」
伝
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
公
任
の
放

言
を
耳
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
東
三
条
邸
に
お
い
て
で

あ
っ
た
。

 
勿
論
、
そ
う
し
た
詮
子
の
思
い
出
の
場
所
と
し
て
の
東
三
条
邸
は
、
実
際
に

は
、
永
観
二
年
三
月
十
五
日
の
火
災
で
焼
亡
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
な
つ
か
し
い
思
い
出
の
故
に
、
永
延
元
年
七
月
二
十
一
日
に
完
成
し
た
新

造
の
東
三
条
邸
に
対
し
て
も
、
彼
女
は
、
実
家
で
あ
る
こ
と
以
上
に
、
特
別
の

愛
着
心
を
い
だ
か
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
と
だ
ろ
う
と
思
う
。
新
興
の
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完
成
直
後
、
八
月
二
十
日
か
ら
翌
月
の
二
十
日
ま
で
の
、
ま
る
一
個
月
の
長
期

滞
在
を
決
意
さ
せ
た
の
も
、
そ
う
し
た
彼
女
の
愛
着
心
の
強
さ
の
せ
い
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
え
る
。

 
東
三
条
邸
に
つ
い
て
の
、
祖
父
・
兼
家
と
母
・
詮
子
と
の
思
い
出
ぱ
な
し

を
、
・
恐
ら
く
、
幼
く
し
て
耳
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
一
条
天
皇
（
寛
和
二
年

〈
九
八
六
〉
七
言
二
十
二
日
即
位
。
七
歳
）
、
そ
の
一
条
天
皇
に
と
っ
て
も
、

東
三
条
邸
は
特
別
な
場
所
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
こ
は
、
祖
父
の
本
邸
な

の
で
あ
り
、
母
の
実
家
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
は
、
な
に
よ
り
も
、
自

分
の
誕
生
し
た
場
所
な
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
、
そ
れ
が
新
造
の
東
三
条
邸
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
天
皇
に
と
っ
て
は
、
特
別
な
場
所
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ

り
が
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

 
一
条
天
皇
が
即
位
し
た
年
の
、
そ
の
翌
年
に
新
造
の
東
三
条
邸
は
完
成
し
た

こ
と
に
な
る
。
母
の
詮
子
が
完
成
直
後
に
長
期
滞
在
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ

た
が
、
そ
の
母
が
一
個
月
ぶ
り
に
内
裏
に
も
ど
っ
た
の
が
（
永
延
元
年
）
九
月

二
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
さ
ら
に
一
個
月
も
た
た
な
い
う
ち

に
、
今
度
は
、
一
条
天
皇
（
八
歳
）
の
行
幸
が
実
現
す
る
。
十
月
十
一
日
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
祖
父
と
母
と
、
そ
し
て
天
皇
自
身
の
強
い
要
望
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
そ
の
行
幸
が
母
の
長
期
滞
在
の
す
ぐ
後
に
実
現
し
て
い

る
こ
と
に
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

 
『
日
本
紀
略
』
 
〈
永
延
元
年
十
月
十
一
日
条
〉
に
は
、
 
「
天
皇
ハ
摂
政
（
兼

家
）
ノ
東
三
条
第
二
行
幸
シ
、
命
ジ
テ
詩
宴
ヲ
行
ハ
シ
ム
。
題
二
三
フ
、
葉
ハ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま

飛
ビ
テ
水
面
ハ
紅
ナ
リ
、
ト
。
又
ダ
擬
文
章
生
ヲ
召
シ
テ
、
試
ヲ
奉
ジ
詩
ヲ
賦

セ
シ
ム
。
題
二
云
フ
、
池
岸
ノ
菊
ハ
猶
ホ
鮮
カ
ナ
リ
、
ト
。
又
タ
音
楽
ヲ
奏
セ

シ
ム
。
…
…
」
 
（
天
皇
行
二
幸
摂
政
東
三
条
第
一
、
命
行
二
詩
宴
㌔
題
云
、
葉
飛

「
本
朝
麗
藻
」
全
注
釈
国

水
面
紅
。
又
召
二
十
文
章
生
一
、
奉
・
試
賦
レ
詩
。
題
云
、
池
岸
菊
石
鮮
。
又
奏
二
．

音
楽
一
。
…
…
）
と
あ
り
、
当
日
の
行
幸
に
お
い
て
、
詩
宴
が
催
さ
れ
、
な
お

か
つ
、
擬
文
章
生
試
も
行
な
わ
れ
た
と
い
う
。

 
と
こ
ろ
で
、
当
日
の
詩
宴
で
詠
じ
ら
れ
た
大
江
匡
衡
の
七
律
が
『
江
三
部

集
』
 
〈
巻
下
「
初
冬
事
訳
行
二
幸
摂
政
第
一
、
同
賦
一
一
葉
飛
水
面
紅
一
、
応
レ
製
。
」
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
く
 
う
 
 
 
 
ま
 
 
 
 
 
ほ
う
は
い
 
 
 
 
よ
 
 
め
ぐ

に
見
え
、
そ
の
頸
聯
に
は
、
．
「
筑
ヲ
撃
チ
テ
復
詩
歌
フ
豊
浦
ノ
月
、
輿
ヲ
廻
ラ

シ
テ
重
ネ
テ
問
フ
滑
陽
…
ノ
風
。
」
 
（
撃
レ
忙
裏
歌
豊
浦
月
、
廻
レ
輿
重
問
潤
陽

風
。
）
と
あ
る
。
匡
衡
は
、
こ
の
た
び
の
一
条
天
皇
の
東
三
条
邸
へ
の
行
幸

を
、
前
漢
の
高
祖
が
故
郷
の
豊
浦
に
立
ち
寄
っ
て
酒
宴
を
催
し
、
自
分
か
ら
筑

を
打
っ
て
楽
し
ん
だ
故
事
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
有
り
難
い
出
来
ご
と
な
の
だ
と

い
い
、
そ
れ
は
、
孫
（
天
皇
）
の
、
母
方
の
祖
父
（
宮
家
）
に
対
す
る
強
い
情

愛
の
念
（
蔭
言
の
情
）
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
と
い
っ
て
い
る
。

ま
さ
し
く
、
当
日
の
東
三
条
邸
へ
の
行
幸
は
、
そ
こ
が
、
祖
父
・
母
・
天
皇
に

と
っ
て
の
思
い
出
の
深
い
場
所
で
あ
っ
た
が
故
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈
一
九
八
八
・
八
・
五
、
、
未
完
〉

、
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